
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和４年度分） 

 
施設名 りんりんスクエア土浦 
施設所管課 スポーツ推進課 
指定管理者 株式会社アトレ 
指定期間 H30.3.29～R10.3.31 （10 年間） 

 
１ 施設の概要 

施設所在地 土浦市有明町 1-30（PLAYatre 内） 
施設の概要 ・名  称：りんりんスクエア土浦 

・所 在 地：土浦市有明町 1-30（PLAYatre 内） 
・施設内容： 
1F(581.3 ㎡)：レンタサイクルスペース，自転車販売スペース，修理・組立スペー 
ス，情報発信スペース，交流スペース 
B1(377.8 ㎡)：シャワー（男女各３室），コインロッカー（68 台）， 
レンタサイクル（86 台） 
・事 業 費：317,000 千円（県・市 1/2，地方創生拠点整備交付金 1/2） 

業務内容 ・スクエアの供用日及び供用時間の臨時の変更に関する業務   
・スクエアの利用の制限等に関する業務 
・サービス提供区画の利用の承認に関する業務 
・サービス提供区画の利用の承認の取消し等に関する業務 
・特別利用者の住所等の変更等の届出の受理に関する業務 
・スクエアの維持管理に関する業務 

 
２ 職員の状況 

常勤職員：   5 人    非常勤職員：   0 人     合計：   5 人 
 
３ 収支状況 

令和４年度                                  （単位：円） 
収   入          支   出 

指定管理料  人件費（給与等） 12,667,518 
利用料収入 12,395,381 光熱水費 5,085,521 
その他（利息・ル・

サイク売上等） 
84,433,167 租税公課等 4,620,000 

  自主事業費  
  その他（事務費・修繕費等） 76,051,570 
収入合計 96,828,548 支出合計 98,424,609 

 
 
４ 利用状況 

 令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績 
① 年 間 利 用 日 数

(日) 365 310 310 

②年間利用者数(人) 11,235 10,620 10,591 
③利用料収入(円) 
(指定管理者収受額) 12,395,381 10,424,255 8,913,070 



５ サービス向上に向けた取組み 

令和 4 年度は、上期は新型コロナウイルスの感染再拡大などに伴い、お客様の来街に波があ

る形となりレンタバイクの稼働等に影響が出ました。一方で、下期においては、徐々に新型コ

ロナウイルスに対する世間全体での意識の変化等もあり、お客様の流れおよびプレイアトレ土

浦全体の売上も回復基調へと変化していきました。社会全体での旅行需要の高まりに合わせて

プロモーション等も展開し、集客に努めました。 
 

サイクリングシーズンである、春と秋に大型イベントを開催し、話題喚起・来街促進を図り

ました。そのほかにも小規模ライドイベントを継続するなど、あらゆるサイクリングシーンを

お楽しみいただける機会を提供して参りました。 
 

10 月～12 月にかけて開催された茨城プレ DC においては、プレイアトレ土浦全体でも最大

限の PR と集客に努め、令和 5 年度の本番に向けての弾みをつけることができました。茨城県

主催の全国宣伝販売促進会議でも施設紹介の機会をいただくなど、旅行代理店各社様にも認知

を広めるいい機会となりました。 
サイクリングイベントでは、今回初開催となる「いばらきＫ１ライド」を開催しました。こ

れまで、お客様からご要望の多かった霞ヶ浦一周を楽しめるファンライドとして開催し、地域

の名産等をお配りし、大変満足度の高い企画となりました。 
そのほかに、「BIKE&CAMP」を 2 年ぶりに開催しました。場所を前回のつくばワイナリー

から霞ヶ浦総合公園に変更したことで、土浦駅からのアクセスも向上し、2 日間で 6,400 名の

お客さまにご来場いただくことができました。初参加のお客様も多く、来街促進にもつなげる

ことができました。霞ヶ浦湖畔でのキャンプという非日常を感じることができる企画のため、

次回開催を希望するお客様が非常に多くいらっしゃいました。 
 

春には、今回で 3 回目となった「土浦レイクサイドバイクロア 3」を開催しました。年々地

域事業者との連携体制や新たなコンテンツも増え、サイクリストだけでなく地域の方々にもお

楽しみいただけるイベントに育ってきました。 
 
引き続き、りんりんスクエア土浦を起点に周辺のサイクリングをお楽しみいただけるよう、

館内サービスの拡充やエリアを巻き込んだイベントの企画を行い、エリア一体でのサイクルツ

ーリズムの促進を図って参ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 利用者満足度調査の結果及び対応状況 

○実施方法 
・館内アンケート調査（サンプル数：398）※プレイアトレ全体の調査 
・各イベント参加者へのヒアリング 
 
○調査結果 
土浦市のサイクリング環境や「サイクリングの街」としての認知度に関する調査（サンプル数：398） 
 
土浦市をサイクリングの街だと思う割合 
「そう思う」が 37.7%、「どちらかというとそう思う」が 34.4%を合わせた“そう思う計“は、72.1%。 
 性年代でみると、男性は女性に比べ、「そう思う」が 15 ポイント以上高い。 
 居住地でみると、土浦市の“そう思う計“は 71.5%と、他の地域と同程度だった。 
 サイクリングを目的に来館している人では、「そう思う」が 82.9%、「どちらかというとそう思

う」が 11.4%で、“そう思う計“は 94.3%となった。 
 
○利用者からの意見等 
【良い点】 
・駅、町が自転車を大事にしている感じが大変良い 
・土浦の魅力を支える施設だと思う 
・自転車が入れるところが多くて助かる 
 
【悪い点】 
本年度はりんりんスクエア土浦に関する悪いご意見を特段いただきませんでした。 
 
【要望】 
・いつもイベント等を楽しみに参加している。今後も定期的なイベント開催を望む 
・子ども向けのイベントがあったら行きたい 
・電車の時間を表示する、サイクリングロードの天候を表示するモニターや電光掲示板を設置して

ほしい 
 
 
○対応状況 
・イベント開催時にアンケートや属性把握をして、各種ターゲットに合わせた企画を展開している。

子供向けの自転車イベントなども企画をしていく。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



７ 管理運営状況の評価 

評価項目 
事業計画 

（管理指標） 

実績 

（管理指標に対するコメント） 

自己 

評価 

所管課 

評価 

維持管理 

設備保守点検は、事業計画等に照ら

し適切か。 

法令に合わせて適切に保守してい

る。 
B B 

整理整頓・清掃が行き届いているか。

（建物・植栽等） 

常駐の清掃スタッフによる清掃を

日々実施している。 
B B 

破損箇所の修繕は適切か。 

 

発見次第、迅速に対応している。 

※令和 3 年度は修繕実績なし 
B B 

施設運営 

使用日数、使用時間等は守られてい

るか。 

契約書に基づいた運営をしている。 
B B 

予約・利用許可等、利用者への対応

は平等・公正に行われているか。 

適切に対応している。 
B B 

創意工夫により、魅力ある自主事業

の実施等、施設の利用拡大やサービ

スの向上が図られているか。 

行政・JR 東日本・地域事業者と連携

をして、地域の魅力を活かした企画

の実行を継続している。 

A A 

利用者の要望を把握し、運営に反映

させ、満足度を高めているか。 

イベントやアンケート等でお客様の

生のお声を収集し、企画へ反映して

いる。 

A A 

運営体制 

職員は適切に配置されているか。 適正人員での運営を継続している。 
B B 

要望、苦情等への対応は迅速かつ適

切か。県へ報告しているか。 

都度、情報交換や要望の提言を行っ

ている。 
B B 

事故・災害等、緊急時に備えた体制

は確保されているか。 

施設全体での緊急連絡体制を整備

し、緊急事態に備えている。 
B B 

県、その他関係機関との連携は取れ

ているか。 

情報交換等を定期的に行っている。 
A A 

利用状況 

利用者数の状況は、計画を達成でき

ているか。 

達成している。 
B B 

施設の稼働率は、事業計画に照らし

て適当な水準にあるか。 

適当水準である。 
B B 

収支状況 

収支計画が適正に執行されている

か。 

収入増・コストダウンに取り組み収

支改善を図っている。 
B B 

経費削減に向けた取組みがされてい

るか。 

毎年コストダウン項目ができる内容

がないか棚卸をし、削減できる場合

は取り組んでいる。 

B B 

【総合評価】・・・各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価 

管理状況については、土浦駅ビルの統括管理者として、駅ビル全体と同様に、りんりんスクエア土浦

の施設管理全般、危機管理対応及び新型コロナウイルス感染防止対策を適切に行っている。 

また、施設運営の面ではりんりんスクエア土浦を核としたサイクリングの街としての定着に向けて、

新たなサイクリングイベント「いばらきＫ１ライド」を開催するなど地域を巻き込んだサイクルツーリ

ズムに積極的に取り組んでいる。加えて、当初予定の無かった台湾との友好協定に際しても、台湾アト

レと連携して PR に働きかけたところであり、総合的に見て良好であると評価できる。 

※ ・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。 

  ・総合評価欄については、所管課が記入する。 

  ・自己評価、所管課評価欄について 

 



評価 評価基準 

Ａ 事業計画を上回る成果があったもの 

Ｂ 事業計画どおりの成果があったもの 

Ｃ 事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの 

 


